
呼チ  地 五
び力色 元 十 十

°
の班
応用 に
対心分

見
の
各
地
区
を
六

チ
た
た
い
て

「火

か
け
て
い
ま
し
た

声
に
心
を
あ
ら
た
に
気
を
引
き
締
め
て
い
ま
し
た
。

か
れ
た
小
学
生
が
消
防
団
員
に
教
わ
り
な
が
ら
、
拍
子
本
を
カ

、

マ
ッ
チ

一
本
火
事
の
も
と
」
と
元
気
よ
く
火
の
元
の
注
意
を

に
出
た
地
区
の
人
た
ち
は
、
い
つ
も
と
違

っ
た

「火
の
用
心
」
の

″:″
7 鷹珈

■

二
月
二
十

一
日

（日
）
午
後
五
時
、
寒
い
中
、
色
見
小
学
校

（賓
千
鶴
子
校
長
）
・

九
名
が
色
見
地
区
の
夜
廻
り
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
子
育
て
支
援
事
業
の
一
貫
と

消
防
団
（九
分
団
・住
吉
稲
雄
分
団
長
）
の
協
力
に
よ
り
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。

ｇ
ｇ
〓
人
の
用
心
」
ｈ
″
〓

野の花と風薫る郷から…

颯 ■囲 機″98
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し
て 児
豊 l

の

瘤

U

（５
ベ
ー
ジ
に
関
連
記
事
記
載
）

無病息災を祈る伝承行事で、高 く炎が燃 え

上がるほどにその年は良い年であると言われ

る 「どんどや」今年 も各地区で行われ ました

が風雨が強かったため延期 した ところも多か

ったようです。

1月 10日 の土曜 日、野尻北部地区 (旧河原
校区)で も旧河原小学校のグラン ドで 「どん
どや」の火が高 く燃 え上が りました。(野尻北部
地区体育・文化振興会と河原地区子ども会が共催)

この日は東中や東小、河原保育園の子ども
たちからお年寄 りまでみんなが参加して、高

さ10m以上もある竹に火が入ると「パン・パ
ーン」と竹が割れる音が鳴 り響 き、大きな歓

声があがりました。 その後は餅を焼いたり、
ぜんざいに舌づつみを打ちながら、交流の和
が広がっていました。

鶴
２ ａ

▼

町
民
憲
章

1.水と緑と土のにおい、いつぱいの住みよい町にします。

2.伝統を重んじ、文化の薫る潤いのある町にします。

3.老人を大切にし、子どもの夢を育て幸せな町にします。
4.勤労を尊び、産業を振興し活力のある町にします。
5.スポーツに親しみ、心身をきたえ健全な町にします。

■

■■

ロИ
田
日

ビ1璽
■■■

こ
ま
で
し
た

お
つ
か
れ

圏田圏

―
《)森林資源保護

。自然環境保護のため、本誌は再生紙を使用しています。

各地区で どんどや
‐―
‐
地域をあげて 子どもからお年寄りまで  野尻北部地区 1/10-一二
::l:β `Frギ ≡≡|ヽ夕

「
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平
成
１０

年
２
月
５
日
発
行

「
Ｃ
Ｗ
Ｆ
ＨＯ

ＨＺ
「

弓
ＨＯ
Ｚ

THE NEヽ VSPAPER OF
TAKAMORI TOⅦ

今
年
も
恒
例
の
消
防
出
初
め
式
が
行
わ
れ
　
高
森
中
学
校
少
年
消
防
隊
、
高
森
幼
稚
園
幼
年

消
防
ク
ラ
ブ
も
参
加
　
消
防
団
に
負
け
じ
と

一
生
懸
命
に
点
検
を
受
け
ま
し
た

●

鑽

輸

櫛

|

■発行/高森田]役場 ■編集/総
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入
札
結
果

（吾
万
円
以
上
）
　

母

子

家

庭

相

談

　

　

年

金

相

談

県
の
専
門
の
相
談
員
が
生
活
や
悩

み
ご
と
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
相
談
を

お
受
け
し
ま
す
。

お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
と

き
／
二
月
二
十
日

（金
）

午
前
九
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
。

■
と
こ
ろ
／
役
場
三
階
の

第

一
委
員
会
室

農
業
者
年
金
説
明
会

農
業
者
年
金
に
関
す
る
農
地
な

ど
の
処
分
、
経
営
移
譲
、
離
農
給

付
金
支
給
事
業
な
ど
の
、
説
明
会

を
開
催
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き
／
二
月
二
十
五
日

（水
）

午
後

一
時
か
ら

■
と
こ
ろ
／
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

先
月
号
の
赤
ち
ゃ
ん
た
ん
じ
ょ
う
で
記
載
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

（
）̈
本
田
　
芙
一一一弥
ち
ゃ
ん

成
人
者
代
表
宣
誓

一
月
三
日
の
午
前
十
時
か
ら
、
高
森
町

成
人
式
が
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
、
町
で
成
人
を
迎
え
る
の
は
百
三

．
十
三
名
、
こ
の
う
ち
百

一
名
が
式
に
参
加
。

高
森
町
で
仕
事
に
励
む
人
や
熊
本
市
や
遠
●

方
に
就
職
、
就
学
し
て
い
る
人
な
ど
、
正
月

の
帰
省
者
を
含
め
、
た
く
さ
ん
の
成
人
者

が
集
い
ま
し
た
。

今
村
町
長
や
来
賓
各
位
な
ど
か
ら

「成

国
民
年
金
、
厚
生
年
金
、
社
会
保
険
に

つ
い
て
の
相
談
や
申
請
受
付
を
行
い
ま

す
。
お
気
軽
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

■
と

き
／
二
月
二
十
七
日

（金
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で
。

■
と
こ
ろ
／
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

一
階
の
林
業
相
談
室

「成
人
の
日
に
思
う
こ
と
」
は
、
私
た
ち
が
新
成
人
と
し

て

「責
任
あ
る
大
人
」
と
し
て
ま
わ
り
か
ら
認
め
ら
れ
る

式
典
で
あ
る
と
同
時
に
、
「
こ
れ
ま
で
の
二
十
年
間
を
ど

の
よ
う
に
生
き
た
か
」
を
見
直
す
大
変
よ
い
機
会
で
あ
り

ま
す
。
過
去
を
振
り
返
り
現
在
の
自
分
を
知
る
。
現
在
の

自
分
か
ら
未
来
の
道
を
開
い
て
い
く
。
今
日
の
式
は
こ
う

し
た

「出
発
の
式
典
」
と
な
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
。

成
人
の
日
を
迎
え
る
に
あ
た
り
正
直
な
と
こ
ろ
成
人
し

た
と
い
う
実
感
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
生
活
し
て

い
く
上
で
の
色
々
な
出
来
事
の
中
で
少
し
ず

つ
実
感
し
て

い
く
の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
ひ
と
り
の

大
人
と
し
て
自
分
の
行
動
や
、
言
葉
に
責
任
が
持
て
る
よ

う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

・ ■||

●  ●

●  ●

登
記

口
人
権
相
談

土
地

・建
物
や
商
業

・法
人
の
登
記

で
お
困
り
の
人
は
い
ま
せ
ん
か
。
登

記

・
人
権
の
こ
と
で
お
困
り
の
方
は
、

お
気
軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。
相
談
無

料
で
秘
密
は
堅
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
と
き
／

二
月
十
八
日

（水
）

午
前
十
時
か
ら
午
後
三
時
ま
で

■
と
こ
ろ
／
高
森
町
林
業
総
合
セ
ン

タ
ー

（林
業
相
談
室
）

■
相
談
員
／

熊
本
地
方
法
務
局
阿
蘇

支
局
員

・
地
元
人
権
擁
護
委
員

古 西 政 喜 さん (高森・飯塚モータース勤務)
「私たちのために、本国このように盛大に成人式を挙行いただ

き感謝いたします。大人としての責任と自覚を胸にして、高森町
の発展に尽くすことを誓います。」と力強く宣誓。

法花津 和 明
(高森・熊本大学 2年 )

(2)

休
日
在
宅
医

診
療
は
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で

２
月
Ｈ
日

２
月
‐５
日

２
月
２２
日

３
月

１
日

ニ
ツ
ク

３
月
８
日

３
月
‐５
日

３
月
２１
日

３
月
２２
日

渡

辺

内

科

　
　

り
２

Ｔｅ‐⑦
‐‐７７７　鴻２２

後
藤
医
院
　
　
轍
２

Ｔｅ‐⑦
‐０
０
‐
９
　
廣
＞

立

野

病

院

　

。
＜

Ｔｅ‐③
‐０
‐
‐
‐
　
討
しヽｏ

陽
な
み
阿
蘇
ク
リ
制
謎

ｒｅｌ⑦
‐２
０
３
０
　
鵬
ぐ

耐
ボ
医
院
　
聡
施

Ｔｅ‐⑦
‐Ｏ
０
２
０
　
Ｍ
椰

平
田
医
院
　
に
で

Ｔｅ‐②
‐０
２
‐
６
　
一鋼隊

‐馬原
内
科
医
院
　
却
サ一

口
②

‐
０
６
４
６
　
に
ン

軒
　
医
　
院

　

　

給
嚇

Ｔｅ‐
②

‐
０
３
０
９
　
＊
テ

宇 藤 友 美
(色見・片山歯科勤務 )

三
月
十
日

草
部
出
張
所

Ｊ
Ａ
草
北

野
尻
出
張
所

Ｊ
Ａ
河
原

１０
時
～
１０
時
半

Ｈ
時
～
Ｈ
時
半

１３
時
～
１３
時
半

１４
時
～
１４
時
半

火

三
月
十

一
日

（水
）

旧
Ｊ
Ａ
色
見

旧
Ｊ
Ａ
上
色
見

横
町
Ａ
団
地

下
町
公
民
館

須
坂
団
地
力〃」Ｅｄｉｔｏｒｉａ‐編
集
後
記

何
か
と
暗
い
ニ
ュ
ー
ス
が
続
い
た
昨

年
、
今
年
、
平
成
十
年
は
良
い
年
で
と

願
い
し
も
、
飛
び
交
う
全
国
の
ニ
ュ
ー

ス
は
、
大
蔵
省
官
僚
や
町
村
首
長
の
汚

職
逮
捕
、
中
学
生
に
よ
る
教
諭
殺
人
・生

徒
傷
害

・
警
官
に
た
い
す
る
強
盗
木
遂

な
ど
、
ど
う
な
っ
て
い
る
日
本
。
親
も
、

子
も
、
先
生
も
、
自
分
も
含
め
、
み
ん

な

「し
ゃ
ん
と
し
な
さ
い
。」
と
い
い
た

い
今
日
こ
の
頃
で
す
。

町
の
成
人
式
の
様
子
を
久
々
に
の
ぞ

い
て
み
ま
し
た
が
、
茶
髪
は
い
る
は
ス

キ
ン
ヘ
ツ
ド
は
い
る
は
で
驚
き
ま
し
た

が
、
式
中
の
態
度
は
、
み
ん
な
り
っ
ぱ

で
、
ひ
と
安
心
し
ま
し
た
。
　
　
田
浩

1413131010
時 時 時 時 時
S半 S半 S

14 S 13 S 10
時 14時 11時
半 時 半 時 半

館開よ合場の日本ホ
祝「
″
日の
　
。

そ

す
ｏ
ま

す

り
で
な

日

と

館

日

休

館

は

休

日

が

曜

日

水

の

３

次

第

ヽ

月

て

毎

し
③日８４１月３０日８■―月２日館休館泉ヨ狐の度（フ

Ｑ
）

工  事  名 工  期 請負金額 (円 ) 請 負 者

村山川災害復旧工事 1/16～ 3/20 6,195,000 (榊草村道路建設工業

蔵地・米山線道路舗装工事 1/27～ 3/25 5,882,100 ∽石原建設

林道鍋の平線舗装工事 1/16～ 3/20 9,817,500 0後藤建設

宮原・上小畑線本管布設工事 1/23～ 3/20 5,292,000 (有)平田電工

工業団地内防火水槽工事 1/16～ 3/20 5,565,000 (有)興椙建設

旧法務局高森出張所防火水槽工事 1/14～ 3/20 5,806,500 (榊西田建設

本間ゴルフ社宅内防火水槽工事 1/16～ 3/20 6,300,000 ∞池 HI建設

1997.12月 受付分 敬称略

赤 ち ゃん
たんじょう

(旭通) 11.28生
住吉 真 ちゃん
(中園) 12.6生
松本 琴美ちゃん
(中村)12.12生
相馬 一敬ちゃん
(森)  12.14生

るな

鶴林 留奈ちゃん
(黒岩) 12.16生

すえながく
お幸せに

人口の動き

(12月 末日現在)

世帯数1 2,600 (+ 5)
男   3,875 (+13)
女   4,176 (+ 7)
総  数  8,051(+20)

ありがとうございました
‐

(敬称略)

■町社会福祉協議会ヘ

<香典返し> 中尾正輝 宇藤清子 野尻節
<一般寄付> 高森町ゲートボール協会

善意の灯

美保子

2.24

岩下

11
こうさ

幸樹ち

(森 )
女

男

男

女

男

女

父
母

父

母

父

母

父

母

父
母

父

母

田上 未来ちゃん

（Ｘ
）

９
“

後 藤 健 夫
(佐野)あゆみ

赤 星 直 光
(川 崎 )和 美

泉  智 章
(猪 原 )尚 美

通
村

和
村

通
都

旭
　
　
昭
　
　
旭

う
乙

，
“

高 森 ・

長  陽

高 森 ・

長  陽

高 森 ・

東  京

26生

ゃん

裕 三

宏

　

　

紀

夫
子

貴
江

也
子

恵

洋

全

　

　

真

待
和

敬
良

誠
温

森町成人式

艤
一ヽ

・ 、ヽ '・

晴
れ
や
か
に

一
■

ヽ

・

移

曇

讐
シ

菫
軍
．轟
」^
ず
一燿
鶉
晴

，
Ｖ
ｉ

ゑ
f

警
『

ら命

8□ ●0・ 0｀ 亀″
薔
Ｆ

み

一
●
三

日

お知らせのベージ

■広報送料寄付

住吉 六夫 (滋賀県野洲郡 )
富永 力 (横浜市緑区)
今井 幸男 (北九州市八幡西区)
片山 好美 (北九州市若松区)
甲斐 文隆 (埼玉県戸田市 )

趙

臨艶i_

イ
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:目
冽ド

の
移
動
図
妻量
日ヨ

月
十

日

Zゝ
」去

午
日」
十

時

ケt
l,4

場
玄
関
日」

ヽ

不」
用
く
だ
さ
い

算

の

あ

知

ら

せ

　

「再
就
職
セ
ミ
ナ
上

開
催

募
集

職 員 募 集

熊
本
県
で
は
、
女
性
の
視
点
か
ら

県
政
を
広
報
し
て
い
た
だ
く

「く
ま

も
と
女
性
特
派
員
」
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
女
性
特
派
員
の
み
な
さ
ん
に

は
、
県
の
事
業
や
施
設
な
ど
を
取
材

し
て
い
た
だ
き
、
県
の
広
報
誌
や
広

報
番
組
を
通
し
て
、
広
報
活
動
を

行

っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
活
動
期
間

は

一
年
で
す
。
謝
礼
と
し
て
年
間
五

万
円
、
ま
た
取
材
な
ど
に
必
要
な
旅

費
は
原
則
と
し
て
県
が
支
給
し
ま
す
。

■
募
集
人
員
／
四
名

■
応
募
資
格
／

県
内
に
居
住
さ
れ
る
二
十
歳

（平
成

十
年
四
月

一
日
現
在
）
以
上
の
女
性
。

■
募
集
期
間
／

二
月
二
日
（月
）
～
二
月
二
十
日
（金
）

当
日
消
印
有
効

■
提
出
書
類
／
履
歴
書

一
通
と
応
募

の
理
由
を
四
百
字
詰
め
原
稿
用
紙
二

枚
以
内
に
ま
と
め
て
お
送
り
く
だ
さ

■
送
付
先

・
問
い
合
わ
せ
／

〒
８
６
２
１
８
５
７
０

（住
所
不
要
）

熊
本
県
広
報
課

「く
ま
も
と
女
性
特

派
員
募
集
係
」
ま
で
ど
う
ぞ
。

ＴＥＬ
０
９
６

・
３
８
３

・
１
１
１
１

内
線
３
１
３
２
番

３
１
３
７
番

女
性
職
業
セ
ン
タ
ー
で
は
女
性
を

対
象
に

「再
就
職
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

し
ま
す
。
再
就
職
を
希
望
し
て
い
る

方
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時
／
二
月
二
十
三
日

（月
）

午
後

一
時
半
か
ら
四
時

■
場
所
／
熊
本
県
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー

（熊
本
市
南
千
畑
町
３
の
７
）

■
講
師
／
高
木
奈
穂
氏

（産
業
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
）

■
演
題
／

「仕
事
と
女
性
の
素
敵
な
関
係
」

■
定
員

／
百
名

■
参
加
料
／
無
料

■
申
込
み

・
問
い
合
わ
せ
は
／

熊
本
県
女
性
職
業
セ
ン
タ
ー

ＴＥＬ
０
９
６

・
３
５
４

・
２
３
０
１

土
地
の
境
界
に
は

永
久
杭
の
設
置
を

近
年
、
土
地

の
境
界
を
め
ぐ
る
ト

ラ
ブ

ル
が
発
生
し
、
土
地
変
動

の
妨

げ

と
な

っ
て

い
る
ケ

ー

ス
が
多

く

な

っ
て
い
ま
す
。

土
地

の
境
界

に
は

ヨ
ン
ク
リ
ー
ト

や
金
属

の
杭
を
設
置
し
、
時

々
確
認

す
る
な
ど
し
て
自
分

で
管
理
を
す
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

熊
本
県
土
地
家
屋
調
査
士
会

ＴＥＬ
０
９
６

・
３
７
２

・
５
０
３
１

阿
蘇
広
域
行
政
事
務
組
合
で
は
次
の
と
お
り
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

■
受
験
資
格
／
昭
和
四
十
三
年
四
月
二
日
か
ら
昭
和
五
十
三
年
四
月

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者

で

（正
看
護
婦
資
格
取
得
者
又
は
資
格
取
得
見
込
み
の
者
）

■
職
　
　
種
／
正
看
護
婦
　
一
名
　
■
試
験
日
／
三
月
十
日

（火
）

■
受
付
期
間
／
二
月
十
六
日

（月
）
～
二
月
二
十
五
日

（水
）

■
受
験
案
内
／
受
験
申
込
書
な
ど
問
い
合
わ
せ
は
　
阿
蘇
広
域
事
務
組
合
　
総
務
課

〒
８
６
９

・
２
２
２
４
　
阿
蘇
町
大
字
蔵
原
八
八
五
の

一
ＴＥＬ
０
９
６
７

・
３
４

・
１
１
２
３

合

併

浄

化

槽

設

置

整

備

補

助

町
で
は
、
環
境
保
全
対
策
の

一

環
と
し
て
合
併
浄
化
槽
の
普
及
推

進
を
行

っ
て
い
ま
す
。
平
成
十
年

度
に
お
い
て
、
合
併
浄
化
槽
の
設

置
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に

申
し
込
み
を
し
て
下
さ
い
。

な
お
、
予
算
の
都
合
に
よ
り
規

定
数
で
受
付
を
終
了
し
ま
す
の
で

早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
申
込
期
限

平
成
十
年
二
月
十
日
か
ら
五
月
三

十

一
日
ま
で

補
助
交
付
基
準

申
込
み

・
問
い
合
わ
せ
は

町
民
福
祉
課
　
保
健
衛
生
係

Ⅲ
２
・
１
１
１
１

（内
線
１
２
７
）

●  ●

●  ●

人
と
な
れ
ば
い
ろ
い
ろ
と
大
人
と
し
て
の

権
利
が
発
生
し
ま
す
が
、
そ
の
分
、
人
と
し

て
当
然
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務

や
責
任
も
生
じ
ま
す
。
成
人
と
し
て
の
自

覚
を
持
ち
、
若
い
力
を
社
会
に
貢
献
し
て

下
さ
い
。
」
と
激
励
。
成
人
者

一
人
ひ
と
り

が
、
あ
ら
た
め
て
大
人
と
な
る
決
意
を
胸

に
し
て
い
た
よ
う
で
し
た
。

式
後
、
各
地
区
代
表
に
よ
る
意
見
発
表

や
記
念
撮
影
な
ど
が
行
わ
れ
、
そ
の
後
、

久
々
に
再
会
し
た
旧
友
た
ち
と
街
へ
繰
り

出
し
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
、
町
の
後
継
者
と
し
て
、
若

い
力
で
明
る
く
楽
し
い
ま
ち
づ
く
り
に
貢

献
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

成
人
と
い
う
、
大
き
な
節
目
を
迎
え
、
時
の
早
さ
を
感

じ
ま
す
。
今
ま
で
は
、
未
成
年
と
い
う
立
場
か
ら
親
や
社

会

へ
の
甘
え
も
通
用
し
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か

ら
は
そ
う
い
う
わ
け
に
も
い
け
ま
せ
ん
。
早
く
仕
事
や
社

会
の
こ
と
を
覚
え
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か

思
う
よ
う
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
つ
ら
い
と
き
、
苦
し
い
と

き
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
と
に
か
く

「何
事
も
や

る
気
を
も

っ
て
」
一
日

一
日
を
無
駄
に
す
る
こ
と
な
く
頑

張

っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

幼
い
頃
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
成
長
を
見
守

っ
て
く
れ

た
両
親
に
対
し
、
あ
ら
た
め
て
感
謝
致
し
ま
す
。
私
は
、
地

元
で
働

い
て
い
ま
す
が
、
仕
事
で
の
お
客
様
相
手
は
、

思

っ
た
以
上
に
難
し
い
で
す
。
し
か
し
、
こ
う
し
て
二
年

も
続
い
て
い
る
の
は
心
の
広
く
、
温
か
い
高
森
の
人
た
ち

が
い
や
な
顔
を
せ
ず
、
毎
日
の
よ
う
に
、
来
て
く
れ
る
か

ら
だ
と
思
い
ま
す
。
常
に
お
客
様
の
立
場
に
な

っ
て
考

え
、
出
会
い
を
大
切
に
し
、
自
覚
と
責
任
感
を
持
ち
、
誰

か
ら
も
信
頼
さ
れ
る
よ
う
努
力
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

佐 藤 博 文
(草部・渡辺建設勤務 )

成人者 一人ひとり 決意を胸にして
工藤悠世さん (横町)、 工藤小百合さん (上町)がレポーター
となり意見発表の間に20歳の抱負をレポート。皆さんから
「社会のため頑張ります」の言葉をいただきました。

瀬 井 みゆき

生
涯
学
習
を
め
ざ
す
人
も
、
大
学
や

専
門
学
校

へ
の
進
学
を
め
ざ
す
人
も
、

衛
生
ラ
ジ
オ
放
送
を
利
用
し
た
専
用
の

放
送
講
座
を
聴
き
な
が
ら
勉
強
し
、
高

校
卒
業
の
資
格
が
取
れ
ま
す
。

〈必
要
な
学
習
活
動
は
次
の
４
つ
で
す
〉

①
専
用
の
放
送
講
座
を
聴
き
な
が
ら

自
宅
で
学
習
。

②
レ
ポ
ー
ト
を
提
出
し
添
削
指
導
を

受
け
る
。

③
月
平
均
２
回
、
日
曜
日
に
登
校
し
、

授
業
を
受
け
る
。

④
年
３
回
の
学
期
末
試
験
を
受
け
る
。

◇
願
書
受
付
期
間

二
月
五
日
～
二
月
二
十
七
日

■
０
９
６

・
３
８
３

・
７
３
３
０

●
毎
日
通
学
の
で
き
な
い
人
の
た
め

に
開
い
た
高
校
通
信
制
課
程

（普
通

科
）
で
す
。

●
入
学
試
験
や
年
齢
制
限
は
あ
り
ま

せ
ん
。

◎
学
習
の
進
め
方

①
ス
ク
ー
リ
ン
グ

（授
業
な
ど
）

年
間
約
二
十
八
回

（日
曜
か
月
曜
の

昼
間
）

②

レ
ポ
ー
ト

（課
題
提
出
）

一
科
目
に
つ
き
年
間
約
十
回

教
科
書

・
学
習
書

・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
高
校
講
座

を
利
用
し
て
の
家
庭
学
習
。

③
教
科
と
定
期
考
査

一
年
次
七
科
目
で
三
回

④
在
学
期
間

四
年
以
上

（三
年
修
業
も
可
能
）

◎
諸
経
費

●
受
講
料
も
含
め
年
間

一
万
八
千
円

程
度
●
願
書
受
付
期
間

二
月
二
十
四
日
～
二
月
二
十
日

熊
本
市
出
水
四
丁
目

一
の
二
十

■
０
９
６

・
３
７
２

・
５
３
７
２

通
信
制
高
校
　
生
徒
募
集

熊
本
県
立
湧
心
館
高
等
学
校

東
海
大
学
付
属

望
星
高
等
学
校

・
熊
本
校

あ
な
た
も
通
信
制
高
校
で

学
ん
で
み
ま
せ
ん
か

八
～
十
人
槽

六
～
七
人
槽

五
人
槽

人
槽
区
分

五
十

一
万
九
千
円

四
十

一
万
千
円

三
十
五
万
四
千
円

基
準
額

（補
助
額
）

役場の支払日  2ノ16(月 )2ノ25(水)3/5(木)  時間 10時から15時まで (18)

(野尻・肥後銀行高森支店勤務 )

(3)
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〈〓
う

コＪ

ニ

ア

．

引
Ｊ

町
営
住
宅
　
旭
Ａ

団
地
入
居
者
募
集

平
成
六

・
七

・
九
年
度
建
設
旭

Ａ
団
地
の
入
居
者
を
左
記
に
よ
り

募
集
し
ま
す
。

◆
構
　
造

本
造
三
階
建
七
十
八

・
〇
三
百

四
戸
　
（家
賃
二
万
四
千
円
程
度

か
ら
三
万
八
千
円
程
度
）

◆
入
居
資
格
及
び
条
件

現
に
入
居
し
、
又
は
同
居
し
よ

う
と
す
る
親
族

（事
実
上
婚
姻
関

係
と
同
様
の
事
情
に
あ
る
も
の
を

含
む
）
が
あ
る
者
。
高
森
町
に
住

議
決
さ
れ
た
お
も
な
も
の

□
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任
に
つ
い
て

加
来
拮
雄
氏
（大
字
津
留
）
を
再

任
命
す
る
こ
と
に
つ
い
て
議
会
の

同
意
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

□
高
森
町
長
等
の
給
与
及
び
旅
費

に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

□
高
森
町
報
酬
及
び
費
用
弁
償
条

例
の

一
部
改
正

□
高
森
町
教
育
長
の
給
与
、
勤
務

時
間
及
び
そ
の
他
勤
務
条
件
に
関

す
る
条
例
の

一
部
改
正

法
改
正
に
よ
り
、
国
の
基
準
に

準
ず
る
た
め
、
条
例
の

一
部
が
改

正
さ
れ
ま
し
た
。

□
高
森
町

一
般
会
計
補
正
予
算

公
共
土
木
災
害
復
旧
工
事
に
千

五
百
八
十
万
四
千
の
増
額
や
他
の

経
常
経
費
の
増
減
に
よ
り
、
総
額
千

五
百
九
十
二
万
二
千
円
を
追
加
し
、

予
算
総
額
が
五
十
五
億
五
千
九
百

十
六
万
七
千
円
と
な
り
ま
し
た
。

阿
蘇
郡
４
連
覇
の
原
動
力

吉

良

友

美

さ

ん

　

（上
町

口
信
愛
女
学
院
三
年
生
）

EFЛり7・l ofF
省」 |́「再 |

フ

「

J」 I二」

1月 9日

り

(4)

●

●  ●

軽快な走りでたすきを繋ぐ、吉良友美さん

「燃
え
る
若
き
ゃ
も
ん
」

「お
母
さ
ん
と
い

っ
し
よ
」

「動
物
は
友
だ
ち
」
登
場
者
募
集
中
。
　

　

一
般
の
方
の
肥
後
狂
旬
、
短
歌
、
俳
句
、
詩
な
ど
の
作
品
も
お
寄
せ
下
さ
い
。

所
又
は
勤
務
場
所
を
有
し
、
公
租

公
課

（税
金
）
を
完
納
し
て
い
る

者
で
、
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
な
者
。

（そ
の

他
所
得
制
限
が
あ
り
ま
す
。
）

◆
入
居
予
定
日

平
成
十
年
四
月

一
日
以
降

◆
入
居
申
し
込
み

二
月
十
六
日
か
ら
二
月
二
十
七

日
ま
で
入
居
者
が
多
い
場
合
は
公

開
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ

建
設
課
　
建
築
係

ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
６
２
）

第
十
五
回
熊
日
郡
市
対
抗
女
子

駅
伝

（熊
本
陸
上
競
技
協
会
、
熊

日
主
催
）
が

一
月
二
十
六
日

（日
）

午
前
十
時
、
熊
本
市
上
通
り
か
ら

益
城
町
を
折
り
返
す
六
区
間
、
三

十
キ
ロ
の
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、
二
十

チ
ー
ム
が
参
加
。
阿
蘇
郡
チ
ー
ム

は
強
豪
を
破
り
、
見
事
四
連
覇
を

成
し
遂
げ
ま
し
た
。

こ
の
チ
ー
ム
の
中
、
優
勝
に
大

き
く
貢
献
し
た
の
が
五
区
を
区
間

賞
で
駆
け
抜
け
た
吉
良
友
美
さ
ん

（上
町
）
。
ま
た
、
控
え
に
回

っ
た

森
田
あ
ず
さ
さ
ん

（冬
野

・
高
森

高
校
二
年
生
）
は
、
来
年
こ
そ
は

本
番
で
実
力
発
揮
と
張
り
切

っ
て

い
ま
す
。
こ
の
両
名
と
も
阿
蘇
郡

町
村
対
抗
駅
伝
大
会

（本
誌

一
月

号
紹
介
）
で
は
常
連
で
昨
年
も
区

間
賞
を
取

っ
た
実
力
者
で
す
。

皆
さ
ん
、
今
後
と
も
郷
土
の
選

手
に
ご
声
援
を
。

世
養
目
世
樹
議
養
だ
よ
り

ダ
ン
ス
で

は
つ
ら
つ

十
月
二
十
九
日
、
林
業
総
合
セ

ン
タ
ー
に
軽
快
な
音
楽
と
、
明
る

い
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
し
た
。
町

の
老
人
会
連
合
会

（岩
下
信
夫
会

長
）
の
ダ
ン
ス
講
習
会
で
す
。

講
師
の
佐
藤
孝
子
さ
ん

（菊
陽
町

社
会
教
育
指
導
員
）
の
指
導
で
参
加

し
た
六
十
数
名
の
お
年
寄
り
た
ち

は
、
青
春
時
代
に
戻

っ
て
お
互
い

に
手
を
取
り
合
い
な
が
ら
の
楽
し

い
ダ
ン
ス
講
習
会
で
し
た
。
こ
れ

で
ま
た
、
十
歳
は
若
く
な

っ
た
よ

う
で
す
ね
。

〈守

肥

後

狂

旬

あ
ら
素
敵
　
世
界
遺
産
に
住
ん
ど
ら
す

千
本
桜
　
名
句
の
座
る
碑
の
峠

反
対
　
地
球
は
た

っ
た

一
つ
で
す

あ
ら
素
敵
　
ア
デ
ラ
ン
ス
に
は
見
え
ん
彼

千
本
桜
　
峠
の
茶
屋
の
欲
し
か
ね
え

反
対
　
ま
だ
懲
り
と
ら
ん
枯
葉
剤

厚
顔
無
恥
　
養
殖
し
よ
る
永
田
町

い
い
ら
し
い
　
香
港
で
年
越
し
て
来
う

あ
ら
素
敵
　
押
し
花
絵
て
な
思
わ
れ
ん

ヒ
ビ
の
入
り
　
同
級
会
に
来
ら

っ
さ
ん

山
菜
料
理
　
蜆
の
粉
も
ふ
り
か
け
て

俳

　

　

旬

独
り
身
の
年
始
座
前
の
気
の
疲
れ

借
景
の
祖
母
の
初
雪
真
向
ひ
に

初
春
や
酒
酔
客
の
長
談
議

ユ
ー
モ
ア
な
賀
状
読
み
つ
つ
一
人
笑
む

若
水
を
汲
む
慣
わ
し
も
語
り
草

極
月
の
空
に
ナ
イ
フ
の
如
く
月

初
日
受
く
遠
く
住
む
娘
の
分
ま
で
も

両
県
を
繋
ぐ
初
春
ル
ー
プ
橋

阿
蘇
や
ま
び
こ

ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
は
じ
ま
る

町
の

一
人
暮
ら
し
の
お
年
寄
り

は
、
二
七
〇
人
。

（十
二
月
末
現

在
）
こ
の
人
た
ち
を
み
ん
な
で
応

援
し
よ
う
と
、
警
察
、
消
防
、
郵

便
局
等
の
協
力
を
得
、
安
否
の
確

認
を
容
易
に
す
る
た
め
、
「お
元

気
で
す
カ
ー
ド
」
を
設
置
し
ま
し

た
。
（９
年
度
モ
デ
ル
地
区
の
み
）

地
域
み
ん
な
の
協
力
で
子
ど
も

か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
み
ん
な
が

安
心
し
て
楽
し
く
過
ご
せ
る
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

中

′
′
′
ヽ
中、

走
　
（阿
蘇
御
神
火
会
）

田
上
黙
公
子

林
　
　
不
忘

馬
原
　
馬
笑

林
田
　

一
声

岡
本
　
琴
司

堀
田
　
蘇
仙

渡
辺
　
雲
海

松
野
　
笑
声

浦
塚
　
南
天

武
田
　
南
郷

篠
田
　
凡
才

（野
尻
あ
け
び
句
会
）

阿
南
は
じ
め

草
村
　
鶴
代

甲
斐
　
康
利

熊
谷
　
フ
子

甲
斐
し
づ
子

野
尻
　
美
穂

長
友
た
つ
子

野
尻
　
里
女

師 POETRY E

講師の佐藤さんを国んではつらつとしたダンス

蟹暴宮立ち寄りの家

整備された旭 A団地

警察官立ち寄りの家

斑i慨翼事奥劉Hi崎

=量
士ト

_¬ ._a卜  」_.

√ヽ
′

D
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モデル地区に設置された 「お元気ですカー ド」

(17)
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サ
ッ
カ
ー
や
野
球
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
な
ど
の
球
技
も
現
在
盛
ん
で
す
が
、
本
町
で

は
柔
道
、
剣
道
な
ど
の
武
道
も
盛
ん
で
、
子
ど
も
た
ち
の
精
神
鍛
錬
を
目
的
と
し

て
各
ク
ラ
ブ
で
は
熱
心
な
活
動
が
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
月
十
五
日

（祝
）
、
高
森
少
年
剣
道
ク
ラ
ブ
が
高
森
小
体
育
館
で
鏡
開
き

・
親

子
剣
道
大
会
を
行
い
ま
し
た
。
日
頃
、
子
ど
も
に
は

「あ
あ
し
な
さ
い
。
こ
う
し

な
さ
い
。」
と
言

っ
て
い
る
保
護
者
達
も
防
具
を
つ
け
た
子
ど
も
た
ち
と
の
勝
負
に

は
真
剣
そ
の
も
の
で
立
ち
向
か
い
ま
し
た
が
、
日
頃
の
練
習
の
成
果
か
、
子
ど
も

の
方
が
強
く
保
護
者
が
勝
て
た
の
は
数
人
。
寒
さ
を
打
ち
負
か
す
よ
う
な
気
合
い

の
入

っ
た
練
習
と
真
剣
勝
負
？
が
進
め
ら
れ
、
終
了
後
、
交
流
も
深
め
ら
れ
て
い

ま
し
た
。

県
下
小
学
校
剣
道
教
室

十

一
月
二
日

（日
）
菊
池
市
総
合
体
育
館

（参
加
チ
ー
ム
五
十

一
校
）
▽
第
二
位

（本

村
允
哉

・
石
坂
彩

・
池
勇
介

・
木
津
京
三

・

植
田
雄
貴
）

蘇
陽
町
剣
道
錬
成
大
会

十

一
月
九
日

（日
）

蘇
陽
中
体
育
館

（高

学
年
二
十
八
校

・
低
学
年
十
七
校
）
■
高

学
年
の
部
▽
優
勝
　
（本
津
京
三
・木
村
允

哉

・
植
田
雄
貴

・
石
坂
彩

・
安
方
裕
二
）
■

低
学
年
の
部
▽
第
二
位
　
（石
坂
怜
・住
吉

耕
太
・後
藤
源
喜
・松
本
琴
恵
・山
田
悠
貴
）

近
郷
少
年
全
日
本
選
抜
剣
道
錬
成
大
会

十

一
月
二
十
三
日
（祝
）

延
岡
市
民
体
育

館

（高
学
年
七
十
九
校

・
女
子
の
部
三
十

校
）
■
高
学
年
の
部
▽
優
勝

（木
津
京
三
・

木
村
允
哉

・
植
田
雄
貴

・
山
田

一
貴

・
安

方
裕
二
）
■
女
子
の
部
▽
準
優
勝
　
（後
藤

久
美

・
高
木
祥
恵

・
石
坂
彩
）
▽
最
優
秀

選
手
賞

⌒山
田

一
貴
）

押
方
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
創
立
二
十
五
周
年

記
念
剣
道
大
会

十

一
月
三
十
日

（日
）
高
千
穂
武
道
館

（参

園
児
と
い
っ
し
よ
に

門
松
作
り

十
二
月
二
十
五
日
、
草
部
北
部
保

育
園
で
地
元
老
人
会
の
矢
中
会

（二

子
石
高
会
長
）
の
七
名
が
園
児
と

い
っ
し
ょ
に
大
き
な
門
松
を
作
り
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
毎
年
こ
の
時
期
に

行
っ
て
い
る
も
の
で
、
お
年
寄
り
の

皆
さ
ん
は
、
こ
の
日
を
楽
し
み
に
張

り
切
っ
て
い
ま
す
。
今
年
の
出
来
映

え
も
よ
く
、
保
育
園
も
こ
れ
で
す
ば

ら
し
い
正
月
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。

園
児
も
、
お
じ
い
ち
ゃ
ん
た
ち
の
門

松
作
り
に
応
援
？
。
「元
気
で
頑
張
っ

て
ね
。」
の
園
児
の
声
に
矢
中
会
の
み

な
さ
ん
も
感
激
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

県
下
道
場
連
盟
学
年
別
個
人
選
手
権
大
会

十
二
月
七
日
（日
）

熊
本
工
業
大
学
■
五

年
生
男
子

（百
三
十
八
名
）
▽
優
勝

（植

田
雄
貴
）
■
五
年
生
女
子

（六
十
九
名
）
▽

優
勝

（石
坂
彩
）
三
年
生
以
下
男
子

（百

四
名
）
▽
第
二
位

（古
庄
甚
貴
）
■
三
年

生
以
下
女
子

（四
十
九
名
）
▽
敢
闘
賞

（後

藤
由
宇
子
）

洒
水
町
少
年
剣
道
大
会

十
二
月
十
四
日

（日
）
酒
水
町
営
体
育
館

（参
加
五
十
名
）
▽
第
三
位

（安
方
裕
二
）

広
安
剣
友
会
個
人
学
年
別
剣
道
選
手
権
大
会

十
二
月
二
十

一
日
（日
）

広
安
小
体
育
館

■
五
年
生
男
子

（百
四
十
五
名
）
▽
優
勝

（植
田
雄
貴
）
▽
準
優
勝

（本
津
京
三
）
▽

敢
闘
賞

（松
本
泰
紀
）
■
四
年
生
男
子

二

九
二
名
）
▽
敢
闘
賞

（山
田
悠
貴
）
■
小

学
生
女
子

（
一
二
九
名
）
▽
優
勝

（石
坂

彩
）
▽
敢
闘
賞

（高
木
祥
恵
）

地
域
や
学
校

・
園

・
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
の
楽
し
い
話
題
や
催
し
の
情
報

・
報
告
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
（広
報
た
か
も
り
）

●
一
月
七
日
の
水
曜
日
、
今
年
も
寒

風
を

つ
い
て
、
恒
例
の
高
森
町
消
防

団
出
初
式
と
通
常
点
検
競
技
が
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

午
前
八
時
半
、
高
森
駅
を
出
発
し

た
全
団
員
三
百
五
十
二
名
は
阿
蘇
広

域
消
防
本
部
の
ラ
ッ
パ
隊
を
先
頭
に

誇
ら
し
く
堂
々
と
行
進
。
沿
道
の
皆

さ
ん
の
注
目
を
集
め
て
い
ま
し
た
。

今
年
も
永
年
に
わ
た
る
勤
続
消
防

団
員
表
彰
や
防
火
施
設
等
の
用
地
提

供
者
に
感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
、
ま
た
、

別
所
の
堤
で
の

一
斉
放
水
が
あ
り
、
通

常
点
検

（競
技
）
で
は
高
森
中
学
校
少

年
消
防
隊
と
高
森
幼
稚
園
の
幼
年
消
防

ク
ラ
ブ
も
参
加
。
一
生
懸
命
に
練
習
し

た
成
果
を
披
露
し
て
、
消
防
団
員
に

負
け
な
い
演
技
に
大
き
な
拍
手
が
寄

せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

本
町
で
は
昨
年
は
年
明
け
早
々
の

住
宅
火
災
を
は
じ
め
と
す
る
住
宅
火

災
四
件
と
林
野
火
災
四
件
が
発
生
。

出
初
め
式
で
も
、
今
村
町
長
や
塚

本
消
防
団
長
は

「火
事
は

一
瞬
に
し

て
尊
い
生
命
、
財
産
を
奪

っ
て
し
ま

う
恐
い
も
の
。
防
火
、
防
災
の
意
識
を

団
員
は
も
ち
ろ
ん
、
住
民
の
皆
様
に

強
く
持

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。」
と
の

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

通
常
点
検
審
査
結
果

一
位
　
　
二
分
団
　
（芹
口

・
菅
山

・

草
部
の

一
部
）

二
位
　
　
六
分
団
　
（天
神

・
上
町

・

横
町
）

三
位
　
　
九
分
団
　
（色
見
）

今年度の優勝旗や楯を手に全員で記念撮影

加
チ
ー
ム
三
十
三
校
）
▽
優
勝

（本
津
京

三
・
木
村
允
哉

・
植
田
雄
貴

・
石
坂
彩

・安

方
裕
二
）

●  ●

●

「一本 !、 それまで」 来年はもう少し体力つけてね。

町内 14の分団352名 の団員が誇らしく堂々と分列行進。また、全町の駐在員さん
も行進に参加。 今年も阿蘇広域消防本部ラッパ隊の吹奏協力を得ました。

今
ま
さ
に
「復
興

の
正
念
場
」

神
戸
は
復
興
へ
の
道
を
着
実
に

進
ん
で
い
ま
す

こ
れ
か
ら
も
ご
支
援
を

前
略
　
大
震
災
か
ら
三
年
を
迎
え

ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
間
、
皆
様
方

か
ら
多
方
面
に
わ
た
り
、
多
大
な
ご

支
援
を
頂
戴
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

あ
ら
た
め
て
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

本
市
で
は
、
公
営
住
宅
の
建
設
を

は
じ
め
種
々
の
復
興
施
策
を
着
実
に

進
め
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
仮
設
住
宅
で
は
、
未
だ
に

多
く
の
方
々
が
、
不
自
由
な
生
活
を

余
儀
な
く
さ
れ
、
市
内
経
済
も
震
災

前
の
八
割
程
度
ま
で
し
か
回
復
し
て

い
な
い
な
ど
、
復
興
は
正
に
正
念
場

で
あ
り
ま
す
。

来
る
べ
き
二
十

一
世
紀
に
向
け
、

市
民
の

一
日
も
早
い
く
ら
し
の
復
興

と
神
戸
の
ま
ち
の
復
興
に
引
き
続
き

全
力
で
取
り
組
み
、

「
ア
ー
バ
ン
リ

ゾ
ー
ト
都
市
神
戸
」
の
実
現
を
を
め

ざ
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

皆
様
方
に
は
今
後
と
も
変
わ
り
ま

せ
ず
ご
支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
ご
厚
情
に
対
す
る
重
ね
て

の
お
礼
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

平
成
十
年

一
月

神
片
市
長

笹
山
幸
俊

吉 木
Fコ 不不

防 森
団
Ｔ
Ｊ
田
ロ

●赳菫 ■豊r
′日 I=コ

岩下啓三さん (冬野)ら、高森関係者が

長野五輪 聖火ランナーとして走る

高校をスター ト。熊本市

役所前を経由して県庁に

至る 12キロ、12区 間をリ

レーされました。

11区では、聖火保持者

の西本一也さん (30キロ

ロー ドレース日本記録保持者)の随走者として、大分国際

車椅子大会などで活躍中の本町の岩下啓三さん (冬野)が

車椅子で勇壮にかけ抜けました。

また、6区では森康聡君 (日本水泳選手権4百メー ト
ル個人メ ドレー8位入賞者)が聖火保持者として力走。
森君の父、健至さんは本町大字河原出身という奇しく

も高森関係者二人が、長野オリンピック聖火ランナーと

してその役目をしつかり果たしたものです。

1月 8日、県内に入つ
霊た聖大リレーは熊本農業

(16)

出来たての門松を前に全員集合
別所の堤での一斉放水誇らしげに通常点検優勝の記念撮影 (第 2分団 )

(5)

４

▼

今
年
も
ま
ち
を
守
り
ま
す

人
を
守
り
ま
す

初

曇

睫

'鬱

2月 15日 (日 )
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ナンゴウヒや木材の流通についての説明を熱心に間く、森林ボランテイア

森林ボランティアの間伐作業風景 (別所上の山林)

FORESTRY NElWS

高森の 誇れるブランド ナンゴウヒ   (休 暇村内の母樹林)

ご
存
じ
で
す
か

み
ど
り
の
ポ
ラ
ン
テ
イ
ア

森
林
は
た
く
さ
ん
の
役
割
を

持

っ
て
い
ま
す
。
本
を
育
て
、
水

を
畜
え
、
空
気
を
さ
れ
い
に
し
た

り
と
み
ん
な
の
命
と
密
接

に
関

わ

っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
が
森
林

（も
り
）
を
育
て
れ
ば
、
森
林

（も

り
）
が
私
た
ち
を
守

っ
て
く
れ
ま

す
′。
（み
ど
り
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
募
集
チ

ラ
シ
よ
り
）

こ
の
趣
旨
に
賛
同
し
て
県
の
、

もヽ )
》

争

亀

ヽ

，
´
降

の
掛
鶏 み

ど
り
の
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
に
登
録

し
て
い
た
だ
い
て
い
る
六
十
八
名

の
方
々
が
、
十

一
月
三
十
日

（日
）

に
森
林
組
合
に
集
合
。
講
話
や
実

際
に
現
地
で
倒
伐
や
造
材
実
演
作

業
を
行
い
ま
し
た
。
参
加
者
は
小

学
生
か
ら
六
十
歳
代
ま
で
の
森
林

を
愛
す
る
ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
で
熊
本

市
や
、
八
代
、
遠
く
は
福
岡
か
ら

の
参
加
も
あ
り
ま
し
た
。
作
業
終

了
後
は
、
高
森
温
泉
館
で
ゆ
っ
く

り
汗
を
流
し
、
満
足
げ
で
し
た
。

林
組
合
経
由
で
一
定
要
件
を
満
た
す

時
）十
二
月
十
六
日
、
林
業
総
合
セ
ン

タ
ー
で
ナ
ン
ゴ
ウ
ヒ
研
究
会
の
研
修

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

講
師
の
塩
川
彰
さ
ん

（山
口
県
周
南

森
林
組
合
常
務
理
事
）、
栗
屋
克
範
さ
ん

（県
青
年
林
業
士
）
、
宮
島
淳

二
さ
ん

（県

林
業
試
験
所
研
究
参
事
）
は
、
林
業

の
現

状
か
ら
み
た
ナ
ン
ゴ
ウ
ヒ
の
特
性
を

講
演
さ
れ
、
参
加
し
た
お
よ
そ
六
十

名
の
人
た
ち
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
、

メ
モ
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。
あ
ら
た

め
て
ナ
ン
ゴ
ウ
ヒ
の
す
ば
ら
し
さ
を

再
認
識
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

誇
れ
る
ブ
ラ
ン
ド

「ナ
ン
ゴ
ウ

ヒ
」
を
大
切
に
育
て
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

熱
心
に
聞
き
入
る
参
加
者
た
ち
　
（林
業
総

合
セ
ン
タ
ー
）

森
林
組
合
安
全
大
会

　

⑥

十
二
月
二
十
二
日
、
午
後

一
時

三
十
分
か
ら
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー

に
お
い
て
、
森
林
組
合
作
業
班
安

全
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
八
年
に
お
い
て
、
県
下
の

休
業
を
伴
う
林
業
労
働
災
害
は
百

三
件
、
う
ち
三
名
は
死
亡
さ
れ
て

い
ま
す
。
慣
れ
は
油
断
を
生
み
ま

す
。
災
害
を
受
け
た
方
は
五
十
歳

か
ら
六
十
歳
代
が
多
く
、
熟
練
イ

コ
ー
ル
安
全
と
は
い
き
ま
せ
ん
。

今
回
の
大
会
に
は
、
高
森
警
察

署
園
田
交
通
係
長
や
県
連
合
会
の

高
田
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
の
講
話
が

あ
り
ま
し
た
。

8年に起こつた事故状況等を説明する高森署園田交通係長

●

感
動
の
ま
ち
づ
く
り
講
演
会

本
当
の
や
さ
し
さ
と
は

十
二
月
二
十
六
日

（金
）
午
後
、
林
業
総
合
セ
ン
タ
ー
で

「高
森
町
や

さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
町
嘱
託
駐
在
委
員
、

民
生
児
童
委
員
、
婦
人
会
、
町
職
員
等
、
百
二
十
名
が
参
加
し
ま
し
た
。
講

師
の
野
尻
千
穂
子
さ
ん

（熊
本
市
）
の

『人
生
は
、
心
み
が
き
の
旅
』
と

題
し
て
の
講
演
に
参
加
者
は
感
動
し
、
自
分
の
や
っ
て
き
た
こ
と
は
何

だ

っ
た
の
か
、
あ
ら
た
め
て
自
分
自
身
に
問
い
か
け
て
い
ま
し
た
。

誇
れ
る
プ

ラ
ン
ド

ナ
ン
ゴ
ウ
ヒ

（南
郷
檜
）

研
修
会
開
催

垂
直
で
完
満

（上
下
の
直
径
の
差

が
な
い
こ
と
）、
病
気
に
も
強
い
ナ
ン

ゴ
ウ
ヒ
。
そ
の
優
秀
性
が
挿
し
本
の

手
法
で
代
々
衰
え
る
こ
と
な
く
伝
え

ら
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
素
晴
ら
し
さ
は
多
く
の
人
が

知
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
か
ら
は

「量

よ
り
質
」
の
時
代
。
国
産
材
時
代
の
再

到
来
が
十
分
に
予
想
さ
れ
、
こ
れ
か

ら
は
こ
の
需
要
が
増
え
て
い
く
も
の

と
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
で
は
ナ
ン
ゴ
ウ
ヒ
の
植
え
付
け

に
対
し
補
助
を
行
っ
て
い
ま
す
。
（森

※
講
演
を
聴
い
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

人
生
観
が
変
わ
る
と
思
い
ま
す
。
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野尻さんの講演で会場のいたる所にハンカチで目頭を押さえる人多数。

高森町には現在、2名の身体障害者相談員がいらつ

しゃいます。身体、生活、就業等いろいろな相談をお

受けします。お気軽にご相談下さい。

身体障害者相談員

県下の障害者の皆さんがスポーツを通じて心身の発

達と健康づくり、そして自立と社会参加を進めるた

めに頑張ります。 皆様の応援をお願いします。

第 2回九州バラリンピック

陸上競技選手権大会

◆日    日寺 4月 12日  (日 ) 午前 9日寺から
◆会   場 熊本市水前寺競技場
◆問い合わせ 熊本県障害者スポーツ・文化協会

TEL 096-383-6553 FAX 096-383-6554

財津廣司さん

大字高森 1621番 地
TEL2-2500

藤本明美さん

大字尾下 1666番 地
TEL5-0539

野
尻
さ
ん
の
プ

ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
二
十
二
年
に
自
水
村
に
生
ま
れ
、

十

一
歳
の
時
、
突
然
発
病
、
歩
く
力
を
失

い
、
以
後
胸
か
ら
下
の
麻
痺
生
活
が
始
ま

る
。
二
十
九
歳
の
時
自
立
の
道
を
求
め
、編

み
物
教
師
の
免
許
を
取
得
。
翌
年
、
車
の

免
許
を
取
り
、
広
く
社
会
で
生
き
る
こ
と

を
決
意
。

昭
和
五
十
三
年
に
、
結
婚
。
障
害
を
乗

り
越
え
て
出
産
、わ
が
子
を
胸
に
抱
く
。平

成
二
年
、
か
け
が
え
の
な
い
家
族
を
題
材

に
投
稿
し
た
新
聞
記
事
が
き
っ
か
け
に
、

テ
レ
ビ
や
雑
誌
な
ど
に
野
尻

一
家
の
姿
が

紹
介
さ
れ
、
全
国
的
に
感
動
を
呼
ぶ
。

平
成
四
年
よ
り
は
じ
め
た
、
自
ら
の
生

き
方
と
命
の
尊
さ
を
語
る
講
演
は
す
で
に

三
百
七
十
回
を
越
え
た
。
ま
た
、
各
種
作

文
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
で
入
賞
。

講
演
要
旨

親
か
ら
も
ら
っ
た

「命
」
、
与
え
ら
れ
た

「命
」
の
中
で
自
分
を
愛
し
て
下
さ
い
。
相

手
を
愛
し
て
下
さ
い
。
愛
は
届
い
て
こ
そ

愛
で
す
。
私
に
生
き
る
喜
び
を
教
え
て
く

れ
た
の
は
、
わ
ず
か
八
歳
の
少
女
で
し

た
。
人
の
ね
う
ち
は
、
肩
書
き
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
生
き
る
尊
さ
に
は
年
は
関
係
あ

り
ま
せ
ん
。

娘
に
十

一
歳
の
時
、
生
ま
れ
る
ま
で
の

い
き
さ
つ
を
話
し
ま
し
た
。
「お
母
さ
ん
の

子
で
本
当
に
良
か
っ
た
。」
「愛
さ
れ
た
分

よ
り
た
く
さ
ん
愛
し
て
生
き
て
行
き
ま

す
。」
こ
ん
な
や
さ
し
い
言
葉
か
け
て
く
れ

ま
し
た
。
「生
き
る
尊
さ
」
い
か
に
大
切
か

を
肌
で
感
じ
得
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

(15)
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旧
野
尻
小
学
校
跡
地
利
用

現
地
で
実
際
の
様
子
を
確
認

十

二
月
二
十
五
日

（木
）
、
午
後

二
時
か
ら
野
尻
林
業
セ
ン
タ
ー

で
森
林
文
化
村
弩
尻
校
区
建
設
促
進
委
員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
平
成
九
年
十
月
か
ら
検
討
に
検
討
を
重
ね
て
き
た
旧

野
尻
小
学
校
跡
地
を
活
用
し
た
森
林
文
化
村
拠
点
施
設
構
想
が
い
よ

い
よ
大
詰
め
の
現
地
検
討
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

委
員
会

（瀬
井
公
正
会
長
）
は
、
平
成

九
年
十
月
に
、
旧
野
尻
小
学
校
の
跡
地
開

発
の
検
討
を
目
的
に
発
足
し
、
メ
ン
バ
ー

は
、
野
尻
校
区
の
議
員
、
嘱
託
駐
在
員
を

は
じ
め
、
小
部
落
代
表
者
、
婦
人
会
、
老

人
会
な
ど
五
十
名
で
構
成
。

こ
の
委
員
会
で
は
五
班
に
編
成
し
た
各

班
が
そ
れ
ぞ
れ
に
班
と
し
て
の
意
見
を
ま

と
め
代
表
者
が
発
表
す
る
ヮ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
方
式
で
旧
野
尻
小
跡
地
活
用
を
検
討
し

て
き
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
現
地
に
ラ
イ
ン
を
引
き

事
務
室
、
研
修
所
、
浴
室
な
ど
の
プ
ラ

カ
ー
ド
を
設
置
し
、
実
際
の
状
況
が
ど

う
な
る
の
か
確
認
が
行
わ
れ
、
そ
の
後

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の

「も
う
少
し

こ
の
あ
た
り
を
こ
う
変
え
た
が
い
い
の

で
は
？
」
「こ
こ
は
兼
用
で
き
る
の
で

不
用
で
は
？
」
等
の
意
見
を
参
考
に
し

な
が
ら
最
終
計
画
案
を
ま
と
め
、
検
討

会
を
終
了
。

こ
の
検
討
会
を
通
じ
て
で
き
た
基
本
計

画
を
も
と
に
、
平
成
十

一
年
秋
の
完
成
に

向
け
て
進
め
ら
れ
ま
す
。

●

本
町
の
葉
た
ば
こ
生
産
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
他
の
作
物
と
同
じ

く
天
候
と
市
場
の
動
き
に
左
右
さ

れ
、
農
業
後
継
者
の
減
少
と
近
年

の
禁
煙
ブ
ー
ム
に
よ
る
影
響
な
ど

依
然
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す

が
、
こ
れ
ま
で
長
い
間
、
郡
内
で

は
最
上
位
、
県
内
で
も
常
に
十
位

前
後
に
ラ
ン
ク
さ
れ
る
優
位
の
産

業
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し
た
。

平
成
九
年
は
、
植
え
付
け
か
ら

収
穫
ま
で
ほ
ぼ
順
調
に
進
み
、
平

年
並
の
収
穫
が
で
き
ま
し
た
が
、

価
格
の
低
迷
は
今
後
と
も
続
く
と

思
わ
れ
、
苦
し
い
状
況
は
変
わ
り

あ
り
ま
せ
ん
。

毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
た
ば
こ

耕
作
者
大
会
。
今
年
は
十

一
月
八

日
に

「
み
ん
な
で
団
結
あ
る
の

み
」
と
、
例
年
の
品
評
会
と
共
に

昨
年
に
引
き
続
き
ミ
ニ
バ
レ
ー
大

会
を
企
画
。
各
地
区
ご
と
に
十
三

チ
ー
ム
が
参
加
し
、
草
部
中
学
校

体
育
館
で
盛
大
に
開
催
さ
れ
団
結

と
交
流
が
進
ん
で
い
ま
し
た
。

品
評
会
　
審
査
結
果

（出
展
数
　
合
計
４１
点
）

■
在
来
系
の
部
　
▽
特
賞
　
後
藤

幸
光
　
▽
優
賞
　
後
藤
進
昭
　
古

庄
謙

一
　

▽
良
賞
　
後
藤
初
男

大
内
田
奉
文
　
本
田
登

■
黄
色
系
の
部
　
▽
良
賞
　
本
田

貴

一
郎
　
林
淳

一

葉たばこ生産者大会 11/8

ミニバレー大会で交流・団結

こヽに話しあわれるワークシヨッ

旧野尻小学校跡地にラインを引いて状況を確認

模型による説明で現実的に

ひよう ん を に説明をする安藤さん

●

●  ● 一
月
十
二
日

（月
）
午
前
十
時

か
ら
、
野
尻
林
業
セ
ン
タ
ー
で

ひ
ょ
う
た
ん

。
花
な
す
栽
培
協
議

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ

は
、
津
留
の
甲
斐
直
さ
ん
、
安
藤

幸
之
さ
ん
が
呼
び
か
け
た
も
の
で

お
年
寄
り
を
中
心
に
関
心
の
あ
る

三
十
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

昨
年
十
人
ほ
ど
で
栽
培
さ
れ
た

ひ
ょ
う
た
ん
が
実

に
見
事

に
変

身
。
高
森
東
中
学
校
の
文
化
祭
や

津
留
郵
便
局
に
展
示
し
て
、
な
か

な
か
の
好
評
で
、
野
尻
の
特
産
品

に
な
れ
ば
と
、
呼
び
か
け
ら
れ
た

も
の
で
す
。

お
年
寄
り
の
栽
培
に
対
す
る
楽

し
み
や
成
育
し
て
か
ら
は
、
絵
や

文
字
で
見
事
な
ひ
ょ
う
た
ん
に
早

変
わ
り
。
健
康
づ
く
り
の
趣
味
が

転
じ
て
特
産
品
に
な
れ
ば
と
、
み

な
さ
ん
熱
心
に
安
藤
さ
ん
の
説
明

を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

今
年
度
か
ら
、
共
同
育
苗
も
予

定
さ
れ
て
い
ま
す
、
栽
培
に
関
す

る
情
報
を
お
願
い
し
た
い
と
の
こ

と
で
す
。

特
産
品
と
し
て
定
着
す
れ
ば

「こ
れ
ぞ
、
ひ
ょ
う
た
ん
か
ら
駒
」

で
す
ね
。

◆
四
月
か
ら
国
民
年
金
の
保
険
料
が
変
わ
り
ま
す
。

（
一
ヶ
月
分
　
一
三
、
三
〇
〇
円
）

四
月
か
ら
国
民
年
金
保
険
料
が

一
万
三
千
三
〇
〇
円
に
変
わ
り
ま
す
。
皆
様
の

納
め
る
保
険
料
は
、
年
金
制
度
の
大
切
な
財
源
で
す
。
納
め
忘
れ
が
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
保
険
料
の
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、
銀
行
日
座
か
ら
引
き
落
と

す
口
座
振
替
や
地
域
の
納
付
組
織
を
利
用
す
る
と
便
利
で
す
。

ま
た
、
保
険
料
を
ま
と
め
て
前
払
い

（前
納
）
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。
平
成

十
年
四
月
か
ら

一
年
分
の
保
険
料
を
前
納
す
る
と
十
五
万
五
千
七
百
五
〇
円
と
な

り
、
月
々
納
め
た
場
合
の
十
五
万
九
千
六
〇
〇
円
に
比
べ
て
、
三
千
八
百
五
〇
円

の
割
引
で
す
。
毎
月
保
険
料
を
納
め
る
の
が
面
倒
と
い
う
方
、
ぜ
ひ
ご
利
用
に

な

っ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

◆
老
齢
基
礎
年
金
の
「繰
り
上
げ
請
求
」
は
よ
～
く
考
え
て
Ｈ

老
齢
基
礎
年
金
は
、
六
十
五
歳
か
ら
受
給
す
る
の
が
原
則
で
す
が
、
受
給
資
格

を
満
た
し
た
人
は
六
十
歳
か
ら
六
十
五
歳
に
な
る
ま
で
に
希
望
す
る
年
齢
か
ら
繰

り
上
げ
て
受
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

た
だ
し
、
繰
り
上
げ
て
年
金
を
受
給
す
る
場
合
は
い
ろ
い
ろ
な
制
限
が
あ
り
ま
す
。

年
金
額
は
、
請
求
し
た
年
齢
に
応
じ
て
減
額
さ
れ
、
生
涯
減
額
さ
れ
た
年
金
を

受
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
特
に
注
意
す
る
こ
と
は
、
請
求
者
自
身
に
厚
生
年
金
や
共
済
組
合
の
加

入
期
間
が
あ
る
人
は
、
六
十
歳
か
ら
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
や
退
職
共
済
年

金
を
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
老
齢
基
礎
年
金
の
繰
り
上
げ
請
求
を
す
る
と
、
六
十
五

歳
に
な
る
ま
で
は
特
別
支
給
の
老
齢
厚
生
年
金
や
退
職
共
済
年
金
の
支
給
が
停
止

と
な
り
ま
す
。

繰
り
上
げ
請
求
は
よ
く
考
え
て
行
い
ま
し
ょ
う
。

◆
受
給
者
の
み
な
さ
ま
へ

現
況
届
の
市
町
村
長
の
証
明
が
不
要
に
な
り
ま
し
た
。

規
則
の
改
正
に
よ
り
平
成
十
年

一
月
以
降
に
提
出
す
る
こ
と
と
な
る
現
況
届
け

は
、
本
人
の
住
所
、
氏
名
を
記
載

・
押
印
し
投
函
す
る
だ
け
で
よ
い
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

な
お
、
恩
給
や
共
済
年
金
等
は
、
今
ま
で
通
り
町
長

（役
場
）
の
証
明
が
必
要
で
す
。

町
民
福
祉
課
　
国
民
年
金
担
当
　
２

・
１
１
１
１

¬

「||■ ■■■■

色見地区に、このほどポス ト (郵便差し出し箱)を
新たに設置しました。 どうぞご利用下さい。

平成10年 2月 2日から、

郵便番号が7ケタになりました。
ご協力をお願いします。

○設置場所

○収集回数

安方理容店前 (大字色見 1085番 地 )
毎日 1回

(14)

昨年好評だつたひようたんの七福神
７

‘

」」■■
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□
閣こ力を[コ
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国
民
年
金
だ
よ
り
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ポストの新設



1回 韓̀日
International
Relationship

国際交流
り
―
ダ
ー
　
首
藤
　
ち
は
る

（高
森
保
育
園
保
母
）

今
回
の
海
外
研
修
に
は
リ
ー
ダ
ー

と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
初
め
て
の
海
外
、
初
め
て
の

民
泊
、
そ
し
て
韓
国
は
反
日
感
情
の

強

い
国
と
い
う
思

い
が
あ

っ
た
の

で
、
現
地
に
着
く
ま
で
は
期
待
と
不

安
で
い
っ
ぱ

い
で
し
た
。
加
え
て

リ
ー
ダ
ー
と
い
う
役
割
が
ど
ん
な
も

の
か
分
か
ら
ず
、
果
た
し
て
自
分
に

務
ま
る
だ
ろ
う
か
と
い
う
心
配
も
あ

り
ま
し
た
。

事
前
研
修
会
で
初
め
て
自
分
の
班

の
研
修
生
と
出
会
い
、
私
自
身
も
緊

張
し
な
が
ら
対
面
し
た
の
で
す
が
、

研
修
生
も
緊
張
や
照
れ
た
よ
う
な
様

子
で
、
決
め
る
も
の
も
決
ま
ら
ず
、

シ
ー
ン
と
し
た
状
況
に
、
こ
の
先
ど

う
な
る
の
だ
ろ
う
か
と
心
配
は
深
ま

り
ま
し
た
。
そ
れ
で
も
少
し
ず

つ
期

待
は
高
ま
り
、
と
に
か
く
精

一
杯
頑

飲
酒
運
転

に
し

て
も
車

の
ス

ピ
ー
ド
違
反
に
し
て
も
、
ま
た
、

凍
結
時
や
積
雪
時

の
ノ
ー

マ
ル
タ

イ
ヤ
走
行
や
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
非
着

用
に
し
て
も
、
車
の
運
転
上
で
の

自
分
に
都
合
の
良
い
考
え
は
な
く

し
た
い
も
の
で
す
。

飲
酒
は
運
転
技
能
や
判
断
能
力

の
低
下
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
し

ま
す
し
、
細
い
路
地
か
ら
子
ど
も

が
飛
び
出
す
可
能
性
を
考
え
た

ら
、
速
度
を
上
げ
る
こ
と
な
ど
出

来
な
い
は
ず
で
す
。

「チ

ェ
ー

ン
を

つ
け
る
の
が

面
倒
だ
」

「慣
れ
て
い
る
か
ら

大
丈
夫
」
と

い
う
考
え
で
の
雪

道

の
ノ
ー

マ
ル
タ

イ

ヤ
走

行

も
、
た
と
え
そ
の
考
え

に
百
歩

譲

っ
た
と
し
て
も
、
対
向
車

の

運
転
者
が
未
熟
だ

っ
た
ら
衝
突

を
逃
れ
る
た
め
の
回
避
策
と
し

張
ろ
う
と
意
気
込
ん
で
出
発
の
日
を

迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

民
泊
に
つ
い
て
は
急
に
決
ま

っ
た

こ
と
で
戸
惑
い
ま
し
た
が
、
民
泊
し

て
み
た

い
と

い
う
思
い
も
あ

っ
た

し
、
め

っ
た
に
な
い
機
会
な
の
で
楽

し
み
に
し
て
い
ま
し
た
。
実
際
、
民

泊
を
す
る
こ
と
が
で
き
て
本
当
に
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

韓
国
の
文
化
を
直
接
見
て
、
触
れ

て
、
日
本
と
の
違
い
を
肌
で
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
言
葉
が
分
か

ら
な
く
て
困
り
ま
し
た
が
、
民
泊
先

の
方
も

一
生
懸
命
日
本
語
で
話
そ
う

と
し
て
下
さ
っ
て
、
こ
ち
ら
も
本
を

見
た
り
身
振
り
手
振
り
で
な
ん
と
か

気
持
ち
を
伝
え
よ
う
と
必
死
で
し

た
。
緊
張
も
し
ま
し
た
が
、
快
く
い

ろ
ん
な
話
し
が
で
き
、
本
当
に
良
い

経
験
で
し
た
。

て
、
ノ
ー

マ
ル
タ
イ
ヤ
は
何

の

役

に
も
立
た
な

い
こ
と
は
明
ら

か
で
す
。

こ
の
よ
う
な
安
易
な
考
え
は
、

危
険
が
自
分
だ
け
に
降
り
か
か
る

だ
け
で
な
く
、
家
族
の
全
体
の
幸

せ
に
も
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
す
か

も
知
れ
な
い
と
、
肝
に
命
じ
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

毎

日
、
寒

い
日

が
続

き
ま

す
。
暖
か
い
部
屋
で
の
家
族

の

団
ら
ん
は
よ
い
も
の
で
す
ね
。

皆
さ
ん
の
お
宅
で
も
、
子
ど

も
さ
ん
を
交
え

て
正
し
い
歩
行

や
自
転
車

の
乗
り
方
な
ど
に
つ

い
て
、
何
が
危
険
な

の
か
、
ど

う
し
た
ら
安
全
な

の
か
話
し
合

い
、

お
父

さ
ん

、

お
母

さ

ん

方
、
し

っ
か
り
教
え

て
あ
げ
て

く
だ
さ
い
。
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集
団
生
活
や
異
文
化
、
人
情
な
ど
を
直
接
感
じ
る
こ
と
に
よ
り
、
世
界
に
貢
献

し
う
る
人
材
育
成
を
目
的
に
南
阿
蘇
六
か
町
村
で
実
施
し
て
い
る
南
阿
蘇
中
学
生

海
外
研
修
に
は
今
年
度
は
高
森
東
中
三
名
、
高
森
中
三
名
の
計
六
名
の
女
生
徒
が

参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
参
加
さ
れ
た
高
森
保
育
園
保
母
の
首

藤
ち
は
る
さ
ん
の
レ
ポ
ー
ト
を
、
今
回
掲
載
し
ま
す
。

（平
成
九
年
八
月
十
八
日

～
二
十
二
日
）

「大
韓
民
国
研
修
に
参
加
し
て
」

十

一
月
七
日
か
ら
九
日
ま
で
の

二
泊
三
日
の
日
程
で
北
海
道
の
西

部
十
勝

（清
水
町
、
新
得
町
、
芽

室
町
、
鹿
追
町
）
の
動
労
青
年
研

修
団
の
十
五
名
が
南
阿
蘇
に
研
修

で
訪
れ
ま
し
た
。

本
町
に
も
二
名
の
青
年
が
山
室

宝
誠
さ
ん

（西
丁
）
宅
に
民
泊
研

修
し
、
高
森
の
青
年
た
ち
と
夜
遅

く
ま
で
交
流
し
て
い
ま
し
た
。

本
年
で
二
十
二
回
を
数
え
る
こ

の
研
修
は
日
本
の
北
と
南

（西
部

十
勝
と
南
阿
蘇
）
が
交
流
を
す
る

こ
と
に
よ
り
、
地
元
の
本
当
の
良

さ
を
実
感
し
、
研
修
後
は
地
元
で

活
躍
し
て
も
ら
お
う
と
行
わ
れ
て

い
る
も
の
で
す
。
当
初
は
青
年
団

同
士
の
研
修
で
し
た
が
、
団
員
不

足
、
青
年
の
減
少
に
よ
り
、
今
年

度
よ
り
隔
年
ご
と
で
の
研
修
と
な

り
、
来
年
度
は
、
南
阿
蘇
か
ら
西

部
十
勝

へ
の
研
修
に
行
く
こ
と
と

な
り
ま
す
。
隔
年
ご
と
の
研
修
で

す
が
、
よ
り
よ
い
研
修
と
交
流
が

続
け
ら
れ
る
こ
と
で
し
よ
う
。

研
修
生
森
下
博
敏
さ
ん

（芽
室
町
）

千
葉
喜
昭
さ
ん

（新
得
町
）

扶餘の受け入れ式 (青少年収録院)

入の山室さん (左から2人 目)を
はさんで

●  ●

●  ●

高
度
経
済
成
長
と
呼
ば
れ
た
時
代
、
尊
い
生
命
が
交
通
事
故
で
失
わ
れ
、
交

通
戦
争
と
い
う
言
葉
が
う
ま
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
、
警
察
、
行
政
は

一
体
と
な

っ
て
交
通
事
故
防
止
に
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
が
、
い
ま
だ
に
毎
年
た
く
さ
ん
の
人
が
亡
く
な
る
と
い
う
痛
ま
し
い

現
実
は
な
く
な
り
ま
せ
ん
。

事
故
に
運
わ
な
い
、
事
故
を
起
こ
さ
な
い
心
構
え
を
如
何
に
強
く
持
つ
か
が
、

事
故
の
な
い
明
る
い
社
会
と
家
庭
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。

そ
し
て
、
取
り
締
ま
り
が
あ
る
か
ら
道
路
交
通
法
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、　
一
人
ひ
と
り
が
自
分
の
こ
と
と
し
て
真
剣
に
考

え
、
心
が
け
る
こ
と
が
大
切
な
こ
と
な
の
で
す
。

「
こ
れ
く
ら
い
は
い
い
だ
ろ
う
」
か
ら
の
脱
却

「絶
対
危
な
い
」
と
考
え
る
こ
と
が
、
自
分
だ
け
で
な
く

家
族
の
幸
せ
と
田
る
い
社
会
を
つ
く
る

西
部
十
勝

（北
海
道
）

勤
労
青
年
研
修
団
　
南
阿
蘇
ヘ

ヽ
′

知つておきたい !

初期消人のタイミング

地震の二次災害でもっとも恐いのが 「火災」。

火が出たら、少しでも早く消火する努力が、被害

を最小限に食い止めるためのキーポイントにな

ります。これは地震による火災に限らず、一般の

火災でも言えることです。

初期消火のチャンスを逃すな !

炎が天丼まで移ると火の勢いは急激に強まっ

て広がり、消火器で消火できる限界を超えます。

炎が天丼に達するまでが初期消火のタイミング

といえます。その前でも煙が充満している場合

は危険なので避難して下さい。

r`

`″ ″

交 通 安 全
Traffic Safety

ヘフ

”

´

消防署だより

消火を始める前に逃げ道を確

保する。決して無理をしない。
火が小さなうちほど消火

が簡単で被害も少ない。

「人事だ!」 と大声で叫び、

近所の人に知らせる。

ヽ _ビ

(8)

根子岳をバックに森下さん (左 )、 千葉さん

(13)

鰺盤賽歌書

鸞

輩事「

中
登
大
韓
民
国
研
修
レ
ポ

・生
海
外
研
修
事
業
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■
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阿蘇広域行政消防本部 南部分署 TeL 2-9034消防なんでも南部分署
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全
署
員

一
九
と
な
っ
て
　
犯
罪
と

交
通
事
故
の
防
止
に
取
り
組
む

高
森
警
察
署

（安
竹
欣

一
署
長
）
で
は
、
日
々
、
犯
罪
と
交
通
事
故

防
止
に
向
け
て
、
全
署
員
が

一
丸
と
な

っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

年
も
押
し
迫

っ
た
昨
年
、
十
二
月
二
十
二
日
、
午
後
六
時
、
年
末
年

始
の
特
別
警
戒
出
発
式
が
同
署
内
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
上
、
安
竹
署
長
は

「金
融
事
件
、
交
通
事
故
防
止
、
子
ど
も
の
犯

罪
防
止
を
目
的
に
気
を
引
き
締
め
て
安
全
警
戒
を
」
と
訓
辞
。

ま
た
、
今
村
町
長
ら
が

「他
が
休
ん
で
い
る
時
に
も
気
が
抜
け
な
い
の

が
警
察
官
の
仕
事
。
本
当
に
ご
苦
労
様
で
す
。
町
の
安
全
の
た
め
に
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。
」
と
激
励
の
言
葉
を
か
け
ま
し
た
。

出
発
式
の
後
、
パ
ト
カ
ー
に
分
乗
し
た
同
署
員
は
寒
風
の
中
を
各
所

へ
の
警
戒
に
出
発
し
て
い
き
ま
し
た
。

高
轟
警
覇
署
だ
よ
り

韓
国
で
の
五
日
間
、
ハ
ー
ド
ス
ケ

ジ

ュ
ー
ル
で
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
を
見

学
し
ま
し
た
が
、
印
象
深
い
と
こ
ろ

と
言
え
ば
、
や
は
り
独
立
記
念
館
と

板
門
店
で
す
。
独
立
記
念
館
で
は
、

見
学
時
間
よ
り
移
動
時
間
の
ほ
う
が

長
か
っ
た
よ
う
で
、
も
う
少
し
、
い

ろ
ん
な
所
を
見
た
か
っ
た
で
す
。

そ
ん
な
中
、
日
本
軍
が
韓
国
の
人

に
拷
間
を
し
て
い
る
場
面
を
ろ
う
人

形
で
リ
ア
ル
に
再
現
し
て
い
る
と
こ

ろ
を
見
た
と
き
、
強
い
衝
撃
を
受
け

ま
し
た
。
少
し
は
、
本
な
ど
で
知

っ

て
は
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
見
て
ど

こ
か
別
の
世
界
の
よ
う
な
信
じ
ら
れ

０
領投
―

な
い
思
い
が
し
ま
し
た
。
ハ
ッ
と
ま

わ
り
を
見
る
と
、
み
ん
な
韓
国
の
人

で
、
思
わ
ず
自
分
が
日
本
人
で
あ
る

こ
と
を
隠
し
た
く
な

っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
過
去
の
こ
と
と
思

っ
て
し
ま

え
ば
そ
れ
ま
で
で
す
が
、
こ
の
よ
う

な
事
実
が
あ

っ
た
と
い
う
こ
と
は
心

に
留
め
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
感
じ
ま
し
た
。

板
門
店
は
、
は
じ
め
は
ど
ん
な
と

こ
ろ
か
よ
く
分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
板
門
店
へ
行
く
に
あ
た

っ
て
い

ろ
ん
な
禁
止
事
項
が
あ

っ
た
り
、
バ

ス
の
中
で
ガ
イ
ド
さ
ん
の
話
し
を
聞

い
た
り
す
る
う
ち
に
緊
張
し
て
き

て
、
た
く
さ
ん
の
軍
人
、
有
刺
鉄
線
、

地
雷
畑
を
実
際
に
見
て
、
「現
況
に

よ
り
安
全
は
保
障
で
き
な
い
」
と
い

う
内
容
の
書
類
に
サ
イ
ン
を
し
た
と

き
は
大
変
な
と
こ
ろ
に
来
た
ん
だ
と

思
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
停
戦
中
と
は
い
え
、
ま

さ
に
最
前
線
に
来
て
、
緊
迫
感
を
味

わ
う
こ
と
が
で
き
た
の
も
貴
重
な
経

験
だ

っ
た
と
思
い
ま
す
。

今
回
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
参
加
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
自
分
自
身

が
、
発
見
と
驚
き
の
連
続
で
、
ま
た
、

ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
と
戸
惑
う
こ

と
が
多
く
、
役
割
を
十
分
は
果
た
せ

な
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
研
修

生
の
み
ん
な
は
、
課
題
の
調
査
な
ど

も
あ
り
ま
し
た
が
新
し
い
友
だ
ち
も

で
き
楽
し
く
参
加
で
き
た
よ
う
な
の

で
良
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。

今
の
時
代
は
、
海
外
研
修
な
ど
い

ろ
ん
な
経
験
を
す
る
こ
と
が
で
き
る

の
で
、
勉
強
や
部
活
動
な
ど
の
現
実

も
大
変
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ど
ん

ど
ん
チ
ヤ
レ
ン
ジ
し
て
頑
張

っ
て
欲

し
い
と
思
い
ま
す
。
世
界
中
に
友
達

が
い
る
こ
と
が
当
た
り
ま
え
に
な
″

の
も
、
も
う
す
ぐ
だ
と
思
い
ま
す
。

韓
国
研
修
に
参
加
し
て
、
私
の
韓

国
へ
の
見
方
は
変
わ
り
関
心
も
深
ま

り
ま
し
た
。
私
た
ち
を
受
け
入
れ
て

下
さ
っ
た

「扶
餘
」
の
方
々
は
も
ち

ろ
ん
、
ソ
ウ
ル
の
バ
ス
ガ
イ
ド
さ
ん

の
よ
う
に
、
日
本
と
仲
良
く
し
て
い

き
た
い
と
思

っ
て
い
る
人
が
い
る
ん

だ
と
言
う
こ
と
を
知
り
、
嬉
し
く
思

い
ま
し
た
。
そ
う
思

っ
て
く
れ
る
人

が
も

っ
と
多
く
な

っ
て
、
日
本
人
も

も

っ
と
韓
国
に
関
心
を
持

っ
て
、
隣

同
士
仲
良
く
し
て
い
け
た
ら
な
と
思

い
ま
す
。

四
泊
五
日
、
い
ろ
ん
な
こ
と
を
学

び
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
心
か
ら
あ
ふ
れ
そ
う
な
ほ

ど
の
、
た
く
さ
ん
の
思
い
出
が
で
き

た
こ
と
を
本
当
に
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
す
ば
ら
し
い
機
会

を
あ
た
え
て
い
た
だ
い
た
こ
と
を
心

か
ら
感
謝
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

覚
せ
い
剤
等
薬
物
の

乱
用
を
防
止
し
よ
う

○
覚
せ
い
剤
等
の
恐
ろ
し
さ

覚
せ
い
剤
、
大
麻
等

の
薬
物

は
、
乱
用
者
の
心
身
を
む
し
ば
む

だ
け
で
な
く
、
家
庭
を
崩
壊
さ

せ
、
更
に
は
覚
せ
い
剤
を
買
う
金

欲
し
さ
か
ら
強
盗
し
た
り
、
「誰

か
に
追
わ
れ
て
い
る
」

「殺
さ
れ

る
」
な
ど
と
い
っ
た
幻
覚
や
妄
想

か
ら
、
無
差
別
殺
人
な
ど
の
凶
悪

犯
罪
を
引
き
起
こ
す
非
常
に
危
険

な
も
の
で
す
。

○
暴
力
団
と
覚
せ
い
剤

暴
力
団
は
、
少
量
の
取
引
で
莫

大
な
利
益
が
あ
が
る
覚
せ
い
剤
の

密
売
を
主
要
な
資
金
源
に
し
て
い

ま
す
。
密
売
人
は
、
「疲
れ
が
と
れ
る
」

「や
せ
る
」
等
と
言
葉
巧
み
に
接

近
し
、
中
毒
さ
せ
て
金
儲
け
を
し

よ
う
と
狙

っ
て
い
ま
す
。

決
し
て
誘
い
に
乗
ら
な
い
こ
と

が
大
切
で
す
。

十

一
月

一
日

（土
）
か
ら
三
日

（祝
）
ま
で
の
三
日
間
、
休
暇
村
南

阿
蘇
を
メ
イ
ン
会
場
に
サ
イ
ク
リ

ン
グ
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

（主
催

（財
）
日
本
サ
イ
ク
リ
ン
グ
協
〈〒

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
サ
イ
ク
リ
ン
グ
協
議
会
、

後
援
高
森
町
他
）

こ
の
大
会
に
は
、
福
岡
を
は
じ

め
鹿
児
島
、
宮
崎
な
ど
か
ら
も
お

よ
そ
五
百
人

の
健
脚
者
や
家
族
連

○
覚
せ
い
剤
乱
用
者
の見
分
け
方

・顔
色
が
青
自
く
、
や
せ
て
い
る
。

・
医
者
に
か
か
ら
な
い
の
に
注
射

痕
が
あ
る
。

・
肌
に
弾
力
が
な
く
、
特
に
唇
が

あ
れ
て
い
る
。

・
必
要
以
上
に
キ

ョ
ロ
キ

ョ
ロ
し

て
落
ち
着
き
が
な
い
。

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。
相
談
は

早
め
に
遠
慮
な
く

高
森
警
察
署
　
生
活
安
全
係

＝
２

・
０

１

１
０

警
察
本
部覚
せ
い
剤
相
談
電
話

Ⅲ
０
９
６
・
３
８
４
・
４
４
４
４

れ
等
が
訪
れ
、
秋
の
南
阿
蘇
路
を

楽
し
み
ま
し
た
。
健
脚
者
向
け
の

奥
阿
蘇
コ
ー
ス
八
十
五
キ
ロ
や
、
名

水
と
清
流
、
出
湯
の
里
コ
ー
ス
四

十
キ
ロ
な
ど
に
思
い
思
い
の
コ
ー
ス

で
秋
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。
名

水
コ
ー
ス
で
は
、
途
中
の
チ

ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
の
湧
水
館
で
冷
た
く

澄
ん
だ
お
い
し
い
水
で
喉
を
潤
し

て
い
ま
し
た
。

00000000 0● 00000● 0
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錦江をバックに記念撮影

町内をかけ抜ける参加者たち

第
二
十
二
回
全
九
州
サ
イ
ク
リ
ン
グ
大
会

ｉ
ｎ
熊
本

（第
一
回

奥
阿
蘇
サ
イ
ク
ル
フ
エ
ス
テ
バ
ル
）
開
催
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湧水館でひと息
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「

¬

♂
ロ
ロ

行
け
ノ

に
日
Ｕ

」
口

０

イ
ラ
ス
ト
高
崎
康
誌

人
口
の
急
速
な
高
齢
化
・
少
子
化
が

進
行
す
る
中
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
が
、
健
や
か
に
生
ま
れ
育
つ
た
め
の

町
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
平
成
八
年
度
に

子
育
て
中
の
母
親
と
妊
婦
さ
ん
を
対
象

と
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
そ
れ
を

基
に
住
民
代
表
と
各
関
係
機
関
代
表
に

よ
り
母
子
保
健
計
画
を
策
定
し
三
大
目

標
を
掲
げ
、
各
種
事
業
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
（図
１
）

『子
ど
も
が
心
身
と
も
に
す
こ
や
か

に
育
つ
こ
と
が
で
き
る
。』

『社
会
適
応
能
力
の
あ
る
子
ど
も
に

税の

平
成
九
年
度
国
民
健
康
保
険
証
の
切
り
替
え
の
際
に

「医
薬
品
引
換
券
」
を
差
し
上
げ
て
い
ま
す
。

平
成
十
年
二
月
三
十

一
日
ま
で
に
町
内
薬
局

（青
木
商
店

（車
部
）
甲
斐
薬
師
堂

（津
留
）
桐
原
薬
局

・
堤
薬
局

・
中
村
薬
局
）
で
引
き
替
え
て
下
さ
い
。
　

国
民
健

康

保

険
係

　
ＴＥＬ
２

・
１
１

１
１

（内

線

１

５
２
）

TAX iNFO胸 MAT10N
2月 16日から いよいよ 各地区毎に税申告が始まります
下記の納税相談日程表により 早めの申告をお願いします

高森町役場・税務課 口課税係 2-1111 内線 138・ 139番

平成 10年度 (平成9年分所得)納税相談日程表

(11)

広報
育
っ
て
欲
し
い
。』
そ
ん
な
願
い
か
ら
、

そ
の
為
に
は

『多
世
代

（子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
）、
障
害
者
（児
）
と
の
交
流
』

や

『子
ど
も
が
お
客
さ
ん
的
存
在
で
な

く
、
直
接
見
て
聞
い
て
体
験
す
る
こ
と

が
必
要
で
は
な
い
の
か
。』
『も
っ
と
あ

い
さ
つ
や
各
地
区
で
行
わ
れ
て
い
る
地

区
活
動
・
子
ど
も
会
活
動
を
見
直
し
て

は
ど
う
だ
ろ
う
。』
・
・
・
こ
れ
ら
の
意

見
が
た
く
さ
ん
さ
か
れ
ま
し
た
。

一
月
十
八
日

（日
）、
熊
本
県
主
催
の

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
バ
ル
が
玉
名
市
民

会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
。

テ
ー
マ
は

「今
、
地
域

・
家
庭
・
学

校
が
果
た
す
役
割
と
は
」
～
子
ど
も
と

共
に
学
び
感
動
す
る
親
に
な
る
た
め
に

～
。
潮
谷
慈
愛
園
園
長
を
コ
ー
デ
イ

ネ
ー
タ
ー
に
招
き
学
校

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
子

ど
も
会
・
母
親
の
立
場
の
代
表
に
よ
る

パ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ
ツ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
、
い
く
つ
か
の
問
題
提
起
が
あ
り
ま

し
た
。

・
子
ど
も
に
と
っ
て
家
庭
は
楽
し
く
安

心
で
き
る
場
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

親
に
感
謝
し
て
は
い
る
が
、
親
の
よ
う

に
な
り
た
く
な
い
と
思
っ
て
い
る
。
親

の
輝
き
が
必
要
。

・
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
現
状
と
し
て
地
域
へ
の
教

師
の
関
わ
り
が
少
な
い
。
父
親
の
参
加

が
少
な
い
。

・
子
ど
も
会
は
本
来
子
ど
も
の
為
の
も

の
で
あ
る
が
、
親
が
何
で
も
や
っ
て
し

ま
っ
て
子
ど
も
は
参
加
す
る
だ
け
の
と

こ
ろ
が
多
い
。

・
自
分
の
子
ど
も
を
よ
く
育
て
た
い
な

ら
ば
、
廻
り
の
子
ど
も
を
育
て
る
必
要

が
あ
る
。

・
健
や
か
な
子
育
て
と
い
い
な
が
ら
大

人
は
健
や
か
さ
を
失
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。

・
汗
を
流
し
て
知
る
喜
び
を
伝
え

て
い
く
。

・
地
域
の
中
で
の
異
年
齢

・
異
世
代
の

交
流
が
失
わ
れ
て
い
る
。

高
森
町
で
は
ど
う
で
し
よ
う
か
。　
一

人
ひ
と
り
が
、
家
庭
が
、
学
校
が
、
地

域
が
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
で
は
な
い
で
し
よ
う
か
。

●  ●

●  ● 費穴尚悲+∩
曰脳 1ヽ民凸 Vぐ

よくかむことは、胃腸での消化、吸収を促進します。さ

らに唾液の分泌が高まり、その中に含まれる酵素の働きで

虫歯や歯周病の原因となる歯垢が歯につきにくくなります。

また、よくかんでゆっくりと食事をとると、食事の量が少

なくても満腹感を得られゃすいため、生活習慣病の予防に

も役立ちます。さらにかむことは、脳の血流を増やし新陳

代謝を盛んにし、老化防止に効果が期待できます。寝たき

りや痴呆状態の高齢者が義歯を使用し、食物をかめるよう

になった結果、症状が改善したという事例もあります。か

むことには、食物を単にすりつぶす以外にもこのような効

果があります。

「キシリトール」つてなあに?

世界的に普及している人工甘味料キシリトールが、日本でも

食品添加物として厚生省の認可を受けました。キシリトール

は虫歯菌が栄養にできない甘味成分なので、歯を溶かす酸が

生成されません。また虫歯菌そのものの活性を弱める効果も

認められており、虫歯予防のために効果があると言われてい

る甘味料なのです。

□材 料
米の粉200g、 揚げ油、大豆告カップ、
砂糖大さじ2'、 牛乳告カップ、黒ゴマ

大さじ2
□作り方

①大豆、黒ゴマはフライパンで炒る。大

豆をふさんに包み割る。

②米の粉に①と砂糖、牛乳を少しずつ入

れてよくこね、 1つにまとめる。

(Э手の平で薄くのばし、中火の油で揚げる。

(10)
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電
算
用
申
告
書
と

納
付
書
の
ご
使
用
を

税
務
署
で
は
、
所
得
税
及
び
個
人
事

業
者
の
消
費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
確

定
申
告
書
を
電
子
計
算
機
に
よ
り
処
理

し
て
い
ま
す
。

所
得
税
の
確
定
申
告
書
は
複
写
式
に

な

っ
て
い
ま
す
の
で
、
送
付
さ
れ
た
申

告
書
を
切
り
離
さ
な
い
で
ボ
ー
ル
ペ
ン

で
は
っ
き
り
と
書
き
、
お
早
め
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
納
税
に
つ
い
て
も
申
告
書
と

一
緒
に
送
付
さ
れ
た
納
付
書
で
期
限
内

に
納
め
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
「振
替
納
税
」
を
利
用
さ
れ
て

い
る
方
は
、
日
座
か
ら
自
動
的
に
振
替

に
よ
り
納
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
自
分

で
納
付
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

振
替
納
税
は
い
ろ
い
ろ
な
点
で
便
利
で

す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ

「振
替
納
税
」
を

利
用
さ
れ
ま
す
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。

申
告
書
は
自
分
で
書
い
て

郵
送
で

所
得
税
の
確
定
申
告
期
間
は
、
二
月

十
六
日
か
ら
三
月
十
六
日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。

所
得
税
は
、
あ
な
た
自
身
が
所
得
や

税
額
を
正
し
く
計
算
し
て
納
税
す
る
と

い
う
申
告
納
税
制
度
を
と
っ
て
い
ま
す
。

確
定
申
告
は
あ
な
た
の
昨
年

一
年
間

の
事
業
や
収
入
の
総
決
算
と
も
い
え
る

も
の
で
す
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
方
で
も

確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

は
是
非
、
自
分
で
書
い
て
郵
送
で
、
で

き
る
だ
け
早
め
に
申
告
を
お
済
ま
せ
下

さ
い
。

記
帳
や
決
算
、
税
申
告
、
青
色
申
告

に
関
す
る
お
た
ず
ね
な
ど
も
、
お
気
軽

に
ど
う
ぞ
。

阿
蘇

税

務

署

ＴＥ
０
９
６
７

・
２
２

・
０
５
５
１

固
定
資
産
税
課
税
台
帳
の
縦
覧

平
成
十
年
度
固
定
資
産
税
課
税
台
帳

の
縦
覧
を
左
記
に
よ
り
実
施
し
ま
す
の

で
、
縦
覧
期
間
中
に
、
そ
れ
ぞ
れ
お
手

持
ち
の
資
料
と
、
固
定
資
産
税
課
税
台

帳
の
照
合

・
確
認
を
さ
れ
ま
す
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

■
縦
覧
期
間

二
月

一
日
～
三
月
二
十
日

（土
曜

・
日
曜
を
除
く
）

■
縦
覧
場
所
　
高
森
町
役
場

○
税
務
課
固
定
資
産
評
価
係

○
草
部
出
張
所

○
野
尻
出
張
所

■
縦
覧
時
間

午
前
九
時
～
午
後
四
時

■
そ
の
他

家
屋
の
取
り
壊
し
が
未
届
け
の
場
合

は
こ
の
機
会
に
届
け
て
下
さ
い
。

償
却
資
産
課
税
台
帳
に
つ
い
て
は
税

務
課
固
定
資
産
評
価
係
で
縦
覧
し
て
下

さ
い
。

税
務
課
　
固
定
資
産
評
価
係

ＴＥＬ
２

・
１
１
１
１

（内
線
１
５
３
）

☆高森町基本計画…

★母子保健計 画…

(町民みんなが心豊かに幸せに暮らせる町づくり)

標 I 目標 ll 目標 ΠI

健康で幸せな地域づくり

子供が健やかに生まれ育つための町づくり

妊娠 ・出産期 をやす

らかに安全 に過 ごす
ことができる

子供が心身共 にすこ

やかに育つ ことがで

きる

育児する人が安心 し

て子育てで きる環境
がある

月   日
地  区  名

会  場  名
9時～11時 13口寺～ 15日寺

2月 16日編) 天神・上町 市議1   田丁

林業総合センター

(内線 197・ 198)
17日吠) 旭   通 村山・昭和

18日 ID 上   在 森

19日に)

¨
F   口丁 冬野・津留

20日③ 車部 (社倉 ) 車部 (社倉以外 )
草部基幹集落センター

(呼4-0211)23日編) 芹   口 菅   山

24日 C人0 永野原 下   切

25日 ID 矢津田 中 」A草部北部支所 (4-0213)
26日④ 津留 1 津留 2 野尻林業センター

(呼 5-0211)27日0 野尻 1 野尻 2・ 尾下 1

3月 2日偶)
高森町における所得税、消費税の確定申告
所得税の納税相談案内のあつた方、確定所得申告をされる方、運付等を

受けるための申告をされる方、所得税の確定損失申告書 を提出される方、

消費税の確定申告をされる方

林業総合センター (内線 197・ 198)
3日ω

4日 (水)

5日 |→

6日 G鋤 河原 1 尾下 2・ 河原 2 河原老人憩いの家 (呼 5-0240)
9日何) 洗川・大村 中原・前原

林業総含センター (内線 197・ 198)
10日∝) 戸狩・丼上・山鳥 小倉原・西丁・中園

全、/↑

哺さち
ゃ
Ъ ひ

|ちゃ卜の

あじ抱ヽの

この社会 あなたの務が生きている

申告の最終期限は3 16「
~

E=:

～カミカミおやつの紹介～ カミカミ構
(5～ 6人分)


